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加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業

務
災
害
に
あ
っ
た
と
き
や
失
業

し
た
と
き
だ
け
で
な
く
、
在
職

中
の
高
年
齢
者
や
育
児
休
業

中
・
介
護
休
業
中
の
人
も
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
職
業
の
資
格
取
得
に

係
る
費
用
を
助
成
す
る
教
育
訓

練
給
付
制
度
や
事
業
主
が
利
用

で
き
る
各
種
の
助
成
金
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　

未
加
入
の
事
業
主
は
、
早
急

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
公
共
職
業
安
定
所

　

 

☎
０
９
９
４
─42
─４
１
３
５

労
働
者
・
事
業
主
の
皆
さ

ん
へ

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、解
雇
・

雇
い
止
め
・
配
置
転
換
・
賃
下

げ
な
ど
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

相
談
日
時
＝
月
〜
金
曜
日

（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除

く
）
の
９
時
〜
17
時

●
内
容

○
総
合
労
働
相
談
＝
法
令
や
判

例
な
ど
の
情
報
提
供
、
解
決

方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

務
上
の
災
害
に
つ
い
て
補
償
す

る
国
の
制
度
で
あ
り
、
農
業
者

の
た
め
の
特
別
加
入
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

休
業
補
償
な
ど
一
般
の
保
険

や
共
済
制
度
に
な
い
補
償
が
あ

り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
労
災

保
険
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
政
課

　

 

☎
０
９
９
４
─43
─２
１
１
１

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
全
国
一
斉
に
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
」
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
ま
た
12
月
に
は
、

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
も

あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
優
し
い
気
持

ち
が
ま
ち
の
福
祉
を
支
え
て
い

ま
す
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
０
９
９
４
─44
─２
２
７
７

　

月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
」

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
必
ず

○
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指

導
＝
ト
ラ
ブ
ル
の
相
手
方
に

対
し
て
解
決
を
促
し
ま
す
。

○
あ
っ
せ
ん
＝
専
門
の
委
員（
弁

護
士
等
）
が
双
方
の
主
張
を

聞
い
て
解
決
を
図
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

　

 

鹿
児
島
労
働
局
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー

　

 

☎
０
９
９
─２
２
３
─８
２
３
９

地
域
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
を

開
催

　

県
教
職
員
共
助
会
で
は
、
次

の
と
お
り
地
域
ふ
れ
あ
い
音
楽

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
10
月
10
日
（
水
）

　

14
時
開
演

● 

場
所
＝
高
隈
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー

● 

内
容
＝
鹿
児
島
交
響
楽
団
に

よ
る
演
奏

●
曲
目
＝
白
鳥
の
湖
ほ
か
14
曲

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
教
職
員
共
助
会

　

 

☎
０
９
９
─２
２
６
─５
９
５
３

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
の
お

知
ら
せ

●
日
時
＝
10
月
20
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

● 

場
所
＝
鹿
屋
車
検
場
（
観
光

物
産
総
合
セ
ン
タ
ー
近
く
）

● 

参
加
料
＝
無
料

● 

定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

※
参
加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

南
九
州
自
動
車
整
備
協
同
組

合

　

 

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
３
１

広
報
か
の
や　

号
の
訂
正

に
つ
い
て

　

９
月
13
日
発
行
広
報
か
の
や

41
号
の
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

扶
助
費
の
グ
ラ
フ
の
単
位
「
億

円
」
は
誤
り
で
し
た
。
正
し
く

は
「
百
万
円
」
で
す
。

　

ま
た
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
「
里
村
佳
子
さ
ん
」
は
誤
り

で
、
正
し
く
は
「
村
里
佳
子
さ

ん
」
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

鹿
屋
中
吹
奏
楽
部
第
10
回
定
期

演
奏
会

●
日
時
＝
10
月
７
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
中
学
校

　

 

☎
０
９
９
４
─43
─７
０
６
８

第
一
鹿
屋
中
吹
奏
楽
部
第
44
回

定
期
演
奏
会

●
日
時
＝
10
月
13
日
（
土
）

　

14
時
〜

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

第
一
鹿
屋
中
学
校

　

 

☎
０
９
９
４
─43
─２
９
２
０

三
遊
亭
歌
之
介
独
演
会

●
日
時
＝
10
月
17
日
（
水
）

　

14
時
〜

●
入
場
料

　

大
隅
健
康
友
の
会
会
員

　
　
　
　
　
　
　

＝
５
０
０
円

　

一
般　
　

＝
１
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
隅
健
康
友
の
会

　

 

☎
０
９
９
４
─41
─７
７
８
７

器
の
機
能
不
全
な
ど
で
臓
器

移
植
を
希
望
す
る
人
は
、
約

１
万
２
千
人
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

移
植
の
日
を
待
ち
な
が
ら
、

厳
し
い
治
療
の
日
々
を
送
っ
て

い
る
人
々
は
、
決
し
て
特
別
な

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

の
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録
や
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
へ
の

記
入
が
苦
し
む
人
々
へ
の
救
い

の
手
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク

○
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は
、

鹿
児
島
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
・
保
健
所
が
受
付
窓
口

で
、電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

　

鹿
児
島
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー

　

 

☎
０
９
９
─２
５
７
─１
６
６
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jm
dp.or.jp

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

○
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

は
、
市
役
所
本
庁
・
市
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
・
保
健
所
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

 

☎
０
３
─３
５
０
２
─２
０
７
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jotnw

.or.jp

第　

回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
　
く
し
ら
を
開
催

● 
日
時
＝
10
月
27
日（
土
）〜
28

日（
日
）の
９
時
30
分
〜
17
時

● 

場
所
＝
串
良
平
和
公
園
（
串

良
町
有
里
）

● 

内
容
＝
地
元
小
売
業
者
・
商

工
会
女
性
部
・
個
人
・
グ

ル
ー
プ
な
ど
県
内
か
ら
約
２

０
０
店
が
出
店
し
ま
す
。

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

地
元
保
育
園
・
幼
稚
園
児
に

よ
る
演
技
・
演
奏
、
ポ
ニ
ー

乗
馬
体
験
、
フ
ア
フ
ア
等
の

催
し
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

串
良
町
商
工
会

　

 

☎
０
９
９
４
─63
─３
０
３
２

　

月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
及

び
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
」

　

全
国
で
、
白
血
病
な
ど
で
骨

髄
移
植
を
希
望
す
る
人
は
、
少

な
く
と
も
約
２
千
人
、
各
種
臓

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

 

☎
０
９
９
４
─41
─２
１
１
０

　

月
は
「
食
生
活
改
善
普

及
月
間
」

〜
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
活

用
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
〜

　

内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
肥

満（
内
蔵
脂
肪
型
肥
満
）に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
ひ
き

お
こ
さ
れ
や
す
く
な
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
バ

ラ
ン
ス
の
悪
い
食
事
や
運
動
不

足
、
過
度
の
飲
酒
な
ど
毎
日
の

不
規
則
な
生
活
に
よ
っ
て
お
こ

り
ま
す
。

　

こ
の
食
生
活
改
善
普
及
月
間

を
機
会
に
、
現
在
の
食
生
活
や

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予

防
・
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

※
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

と
は
、
厚
生
労
働
省
が
、
１

日
に
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」

食
べ
た
ら
よ
い
か
の
目
安
を

分
か
り
や
す
く
イ
ラ
ス
ト
で

示
し
た
も
の
で
す
。こ
の「
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
は
、

町
内
会
に
回
覧
し
て
い
る
ほ

か
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
食
生
活
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

◇
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ

え
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
ま

し
ょ
う
。

◇
油
を
使
っ
た
料
理
は
控
え
め

に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
野
菜
を
た
く
さ
ん
と
り
ま

し
ょ
う
。

◇
朝
食
は
し
っ
か
り
と
り
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

 

☎
０
９
９
４
─41
─２
１
１
０

平
成　

年
度
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

　

市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
予
診
票

等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容

を
確
認
し
て
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
期
間
＝
10
月
15
日（
月
）

　

〜
12
月
22
日
（
土
）

● 

接
種
費
用
＝
１
人
当
た
り
２
，

０
０
０
円
ま
で
市
が
負
担
し
、

超
え
る
分
は
自
己
負
担

● 

実
施
医
療
機
関
＝
通
知
に
同

封
し
て
あ
る
実
施
医
療
機
関

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

 

☎
０
９
９
４
─41
─２
１
１
０

　

月
は
「
秋
の
農
作
業
事

故
ゼ
ロ
運
動
月
間
」

　

農
業
機
械
の
普
及
・
大
型
化

が
進
む
に
つ
れ
、
農
業
機
械
に

よ
る
重
大
な
事
故
の
発
生
が
後

を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。
県
内

で
も
、
平
成
18
年
度
は
21
件
、

平
成
19
年
度
は
８
月
末
ま
で
９

件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
農
作
業
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
安
全
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
ゆ
と
り
を
も
っ
た
無
理
の
な

い
農
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
作
業
前
の
機
械
の
点
検
・

整
備
や
、
作
業
場
所
の
安
全

確
認
を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

○
農
作
業
中
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
明
る
い
う
ち
に
複

数
の
人
数
で
の
農
作
業
を
心

が
け
、
出
か
け
る
前
に
は
家

族
等
に
一
声
か
け
て
所
在
を

明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
中
の
災
害
に
備
え
労
災

保
険
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
の
業

10
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文
化
会
館
の
催
し
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